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 ２月 17日（火）は今年度最後の３学期末テストでした。今年度の総まとめとなるテストでしたが、満足の

いく学習取り組みができたでしょうか？また、満足のいく結果を得ることができたでしょうか？全校朝会で

お話ししましたが、テスト（試されごと）は、「結果」よりも「その結果を受けて次にどう動くのか」の方が

大事です。ですから、テスト結果が有終の美ではなく、その結果の後にどう動くのかという「姿勢」と「言

動」が、有終の美のほんとうです。残りわずかの３学期、皆さんの「姿勢」と「言動」に期待しています。 

 テスト後、期末テストの感想や今後に向けてのことを何人かに聞いてみましたので、掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 先週末、人権擁護委員会の方々が来校され、サル 

 

 

【1年生】 

１年生最後のテストだから頑張りたいと思って、朝５時に起きて６時半まで朝勉を頑張った。理科はこ

れまでなかなか点数がとれなかったけれど、今回は先生が「ここ出るよ！」と言ったポイントに力を入れ

て、少し出来るようになったと思う。英語は進行形の書き方がまだよく分かっていなくて、苦戦した。今

後は、普段の授業の取組や授業態度をしっかりしていきたい。普段をしっかりして、２年生に向かいたい。 

【２年生】 

 短いテスト期間だったが、土日を使って学習できた。今回は１０分の休み時間の使い方を工夫して、テ

ストまで過ごすことができた。英語は単語練習をしっかりやれた。あまり得意ではないと思っていたので、

１点でも多くとれるようプリントも頑張った。理科は計算が多くて、そこを完璧に理解できていなかった。

授業後に先生に質問したり、聞きに行ったりすることをこれからやっていければと思う。 

【３年生】 

 教科書を読んで、ワークに取り組み、問題を繰り返し解いてみたりしてテストに向かった。休み時間 

を使って、前の時間に何を勉強したか復習してから授業に臨んだ。 

数学はあまり得意ではないしミスもあったが、頑張ることができた。 

英語は連語とか出来ていなかったり、教科書の内容をしっかり理解 

していなかったり、今一つだった。中学校での勉強も残りわずか。 

みんなと仲良く卒業できるよう、最後まで頑張っていきたいと思う。 


